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  学校総合体育大会の予選が、６月中旬に行われました。応援に行

くと全ての部の生徒がしっかりと挨拶をしてくれました。３年生を

中心としたチームワークが取れているなと感じる場面でした。後

日、学校で合うと「応援ありがとうございました」と挨拶してくれ

る生徒もいました。うれしかったです。 

また、多くの保護者の方が応援に来ていただきありがとうござい

ました。子ども達が大きく成長している姿を見ることができたでし

ょうか、今後も応援をよろしくお願いします。   公益財団法人日本オリンピック委員会が主催している「ＪＯＣオリ

ンピック教室」が今年と来年の 2 年間かけて鶴ヶ島市の 5 つの中学校

で行われることになりました。講師で来ていただける先生は、オリン

ピックに出場経験を持つ方で、貴重な経験を通して得られた「エクセ

レンス」「フレンドシップ」「リスペクト」「努力から得られる喜び」

「フェアープレー」「他者への敬意」等を学ぶ事ができます。 

① 村上 佳宏 先生 （近代五種） 

7 月 10 日（水）１・２校時：2年３組 ３・４校時：2 年 4 組 

② 宮下 純一 先生 （水泳・競泳） 

  7 月 11 日（木）１・２校時：2年２組 ３・４校時：2 年１組 

※学校公開をしています。保護者の皆様も是非見に来てください。 

  生徒の皆さん、自己ベストが出たり、仲間の応援のおかげで試合

の流れが自分たちに傾いたり、逆に、あの時こうしていれば、1 点

や 1 本の重みを知ったり、力を出し切れなかったり、多くのことが

経験できた大会であったと思います。いずれにしても、得るものは

大きく、今後の生活にどう活かせるかが課題です。3 年生は、進路

選択に、2 年生は新たな時代の中心者に、1 年生は基礎基本を身に

つけることに活かせるでしょうか？今後の活躍を期待しています。

  陸上部、剣道男子個人、卓球女子個人、柔道男子個人、バトミン

トンダブルス、体操個人、水泳個人が県大会出場を決めました。更

に、硬式テニスダブルスは関東大会出場を決めております。力を出

し切って頑張ってください。 

また、7月 30 日には、ウエスタ川越にて吹奏楽部がコンクールに

出場します。引き続き応援をよろしくお願いいたします。 

静岡県静岡市出身で 5 歳より水泳を始 

め、小学 6年生時に見たソウル大会をき 

っかけに、オリンピックへのあこがれを 

抱く。高校 3年時に全国高等学校総合体 

育大会 400m リレーで 4位入賞を果たし、 

高校卒業後は日本体育大学へ進学、水泳 

部に所属し競泳を続け活躍。大学卒業と 

同時に、水泳・馬術・フェンシング・射 

撃・ランニングを 1 日で行う近代五種競技へ転向。その後、自衛隊体

育学校に所属し、2002 年アジア競技大会では団体 3位、個人 8位と健

闘。近代五種アジア選手権大会では 2004 年と 2005 年連続で個人 6 位

入賞を果たす。2006年近代五種全日本選手権大会で初優勝を飾り、2007

年近代五種アジア・オセアニア選手権大会兼北京オリンピックアジア

大陸予選会で 5 位入賞し、北京オリンピック出場を果たし個人 31 位と

健闘。北京大会後、現役を引退し、自衛隊体育学校で近代五種競技の

コーチを務め、現在は監督として後継者の育成と競技の発展に尽力し

ている。 



日 曜 ７月の行事 日 曜 ７月の行事
期末テスト 15 月 海の日
１学年：音体・美・英・社 17 水 短縮4時間（水①～④）
２学年：音体・美術・国・英 短縮4時間（木①＋学年内授業３時間）

３学年：音体・美術・社・国 学年集会（②３年、③２年、④１年）

期末テスト①～④、薬物乱用防止教室⑤ 19 金 終業式、全校美化・式・学
１学年：技家・国・数・理 20 土 学総陸上県大会
２学年：技家・社・理・数 21 日 夏季休業日(～8/27)、学総陸上県大会

３学年：技家・英：数・理 22 月 三者面談(～7月末）
9 火 学年朝会（２年：体育館、１年：プラザ） 30 火 吹奏楽コンクール(15:00ウエスタ川越)

①カット、専門委員会 日 曜 ８月の行事
オリンピック授業（2-3・４：近代５種競技村上佳宏先生） 11(日)～16(金)学校閉庁日
学年朝会（３年：プラザ） 27 火 夏季休業日（7/21～)
オリンピック授業（2-2・1：競泳宮下純一先生） 28 水 始業式、式・学・避難訓練・全校美化　給食あり
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3
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  ベルマーク活動とはベルマーク教育助 

成財団が行っている活動です。「すべて 

の子どもに等しく、豊かな環境のなか 

で教育を受けさせたい」。ベルマーク 

運動は、そんな願いをこめて１９６０ 

年に始まった活動です。ＰＴＡなどのボランティアで生み出さ

れた資金（ベルマーク預金）で学校の設備や教材をそろえたり、

さらには国の内外でハンディを背負いながら学んでいる子ども

たちに援助の手を差し伸べる活動です。 マーク集めから始まる

だれでも気軽に参加できるボランティア活動です。 

 本年度より６・７組でベルマーク集めを行っています。集まっ

た資金で学校の設備や教材に利用できたらと考えています。ご

協力をお願いします。 

 ６・７組まえの廊下に回収箱を常設します。また、毎月指定さ

れた日（７月は１７日、１８日、１９日）に昇降口に置かれる回

収箱に入れてもいいです。 

鹿児島県鹿児島市の出身。5歳より水泳 

を始め、9歳より背泳ぎの選手として競泳 

に取り組む。鹿児島県立甲南高等学校から 

筑波大学に進学し、大学 2年時に出場した 

ユニバーシアード競技大会 100m 背泳ぎで 

６位入賞。４年時には世界水泳選手権大会 

50m 背泳ぎ準決勝で日本記録を更新しての 

決勝進出、７位入賞を果たす。大学卒業後、2006 年アジア競技大会で

100m と 4×100m メドレーリレーの 2種目で優勝を飾り、2008 年北京大

会代表選考会を兼ねた日本選手権水泳競技大会 100m背泳ぎで 2位入賞

し日本代表に選出される。オリンピック直前に開催されたジャパンオ

ープン 50m 背泳ぎでは日本記録を樹立して優勝。北京大会 100m 背泳ぎ

準決勝でアジア新記録を樹立して決勝進出。8位入賞を果たし、4×100m

メドレーリレーに第 1 泳者として出場。この種目でもアジア新記録を

樹立して銅メダルを獲得する。 

 大会終了後に現役引退を表明。現在は、競泳解説やスポーツキャスタ

ー、コメンテーター等で活躍する傍ら、日本水泳連盟競泳委員として選

手指導、育成にも取り組んでいる。 

  「鶴中情報メール」の登録ありがとうございます。まだの方、登

録する時間が無いなどの方は、メールアドレスを教えていただけれ

ば、学校から登録をすることができます。この機会に是非お願いし

ます。不審者情報や部活動の連絡でも利用が可能になります。 


